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(はじめに)

現在の食環境は複雑、多様化 し健全な自己管理のできる食生活を維持することが、困難ではあ

るが、重要であることは周知な事実である。たとえばライフスタイルの変化に よる食の家庭外依

存傾向の増大すなわち外食産業の発達、インスタント食品、冷凍食品、既製食品等の普及が栄養

素の偏 りや食品添加物等が健康に影響を及ぼすことによる懸念である。 これらの中でも若い世代

の食生活の問題 として、女性においてはやせ志向への願望による食品の選択や欠食および偏食お

よび美味探求によるグルメブーム、これに加えて男女共通に嗜好本位のファース トフー ド摂取に

代表される。特に学生のアルバイ ト先での短時間で不規則な性急で偏 った食事や間食の多量摂取

等も健康への影響が危惧 される。食生活は健康維持だけでな く、心理的、精神的自覚症状に影響

を与え1)、特に青年期の食生活は、社会人として自立するためにも健康維持のため に も重要 であ

るといわれている2)。

そこで、今回女子短大生を対象にして、日常の食生活すなわち食品群の摂取状況を主眼とし、

それに影響を及ぼしている要因を食習慣、生活状況および健康状態からさぐり、今後の若い女性

の実践栄養の一資料とするため調査を試みた。

女子短大生の食物摂取状況がどのような食習慣や生活状況と関連がみられるか、またどの よう

な健康状態に置かれた時に食物摂取が良いのか検討をした。その結果若干の知見を得たので報告

する。

(方法)

1.調 査時期および対象者

1995年5月 名古屋市立女子短期大学生活科1年 生85名 、2年 生42名計127名 を対象にした。

2.ア ンケー ト調査

食物摂取状況調査は愛知県財団法人愛知県健康づ くり振興事業団作成の 「食生活チェック表」

をモデルにして五十嵐が手直し作成 した 「簡易な栄養診断法」を用いた。加えて食習慣および喫

煙習慣26項 目、生活状況10項 目、健康状態の肉体的症候34項 目、精神的症候および リラクセー

ション32項 目についてアンケー ト調査を行い、用紙は生活状況を除いてその場で回収 した。生活

状況調査については1週 間後に回収をし、不明な点は家族の者に聞いて回答す るよう指示 した。

但 し回答に不備がみられた者については後 日聞き取 り調査をおこなった。食習慣 と健康状態のア

ンケー ト回答は心理的な観点から5段 階評価でおこなった。



3.解 析方法

食物摂取状況の指標は12食品群摂取方法のバランス状況を加味して12食品群摂取得点幾何平均

値を用いた。これは12の食品群摂取得点の平均値の重みづけをし12の食品群摂取の偏 りを是正す

るためである。算出は1～5ま での12の食品群摂取方法をそのまま得点化し、各食品群摂取得点

の個々の値の対数を求め、その算術平均を計算 し、真数を求めた。食習慣、健康状況等について

の回答結果は1～5に し、それらを得点化して間隔尺度に近い順序尺度として扱った。摂取得点

幾何平均値に影響を与える食習慣、生活状況および健康状態等との関連の解析は多変量解析の手

法である重回帰分析および数量化1類 の方法でおこない統計処理3)は市販 の多変量解析 ソフ ト

HALBAUを 用いた。

(結果)

1.12食 品群の摂取頻度と摂取得点状況

食品群摂取頻度の結果を表1に 示 した。その結果、良 くない摂取方法のカテゴリー1に 多 く示

された食品群は砂糖 ・菓子類11.8%、 果物類10.2%、 大豆 ・豆製品類8.7%お よび海藻類5.5%の

順であ り、各食品群の摂取得点状況(表2)の 平均値±標準偏差の結果では砂糖 ・菓子類2.5±

1.0お よび大豆 ・豆製品類2.7±1.1の 摂取に良 くない結果が示 された。摂取得点 はカテゴリー

1～5を 得点化 したものである。摂取得点幾何平均値の平均値は3.3±0.5で あり最小値 は1.9最

大値は4.3で あった。

表1 12食品群の摂取方法におけるカテゴ リー別頻度(%)n=127

食 品 群
カ テ ゴ リ ー

12345

1毅 ・い も類 ほとんど食べない 毎食たっぷ り 毎日1回 程度 毎2回 毎食

0.8 9.4 18.9 6.3 64.6

2油 脂類 ほとんど食べない 週2～3回 程度 週4～5回 程度 毎食 1日1～2回

1.6 8.7 17.3 29.9 42.5

3大 豆 ・豆製品類 ほとんど食べない 週2～3回 程度 週4～5回 程度 油あげ等毎日 毎 日1回

8.7 44.1 29.1 4.7 13.4

4魚 ・肉 ・卵 類 ほとんど食べない 週2～3回 程度 毎日1回 程度 毎日2回 程度 毎食

3.1 0.0 24.4 40.2 32.3

5牛 乳・乳製品類 ほとんど食べない 週1回 程度 週2～3回 程度 週4～5回 程度 毎 日1～2回 程度

2.4 9.4 15.0 50.4 22.8

6果 物類 ほとんど食べない 週2～3回 程度 週4～5回 程度 毎日2回 程度 毎 日1回 程度

10.2 30.7 25.3 4.7 29.1

7緑 黄色野菜類 ほとんど食べない 週2回 程度 週4～5回 程度 毎 日1回 程度 毎食

1.6 11.0 15.7 57.5 14.2

8淡 色野菜類 ほとんど食べない 週4～5回 程度 毎日1回 程度 毎 日2回 程度 毎食

0.0 16.5 32.4 35.4 15.7



9海 藻類 ほとんど食べない 週1回 程度 週2～3回 程度 週4～5回 程度 毎日1～2回

5.5 27.6 34.6 30.7 1.6

10砂 糖・菓子類 毎 日2回 以上 毎日1回 程度 週4～5回 程度 週2～3回 程度 ほとんど食べない

11.8 51.2 18.1 16.5 2.4

11塩 ・調味料類 漬け物 ・汁 ・煮物

うどん ・干物 〃 〃

上記の物毎食3種 以上 2種 程度 1種 程度 ほとんどとらない 塩分を減らしている

1.6 15.0 71.6 2.4 9.4

12ア ル コ ール 毎 日酒3合 又は 毎日酒又は 毎 日酒又は 時々酒又は 飲まない

ビール2本 以上 ビール2本 程度 ビール1本 程度 ビール1本 程度

0.0 1.6 0.0 27.6 70.8

表212食 品群における摂 取方法による得点状況　 n=127

食 品 群 平均値±標準偏差 変動係数 最小値 最大値

穀 ・い も類 4.2±1.1 26.1 1.0 5.0

油 脂 類 4.0±1.0 25.8 1.0 5.0

大豆 ・豆製品類 2.7±1.1 41.9 1.0 5.0

魚 ・肉 ・卵 類 4.0±0.8 20.7 2.0 5.0

牛乳 ・乳製品類 3.8±1.0 25.3 1.0 5.0

果 物 類 3.1±1.4 44.4 1.0 5.0

緑黄色野菜類 3,7±0.9 24.1 1.0 5.0

淡色野菜類 3.5±0.9 27.0 2.0 5.0

海 藻 類 3.0±0.9 31.5 1.0 5.0

砂糖 ・菓子類 2.5±1.0 39.7 1.0 5.0

塩 ・調味料類 3.0±0.8 25.8 1.0 5.0

アル コ ール 4,7±0.5 10.5 3.0 5.0

摂取得点幾何平均値 3.3±0.5 14.0 1.9 4.3

変動係数＝標準偏差/平 均値×100

2.12食 品群の特性

12食品群にどのような特性がみられるか調べるため主成分分析を行った。その結果、砂糖 ・菓

子類及び塩 ・塩を含んだ味噌 ・調味料類のグループとこれを除いた10の 食品群類の2つ のグルー

プに分け られ、砂糖 ・菓子類と塩 ・塩を含んだ味噌 ・調味料類は他の食品群類と差異のある食品

群類であることが判明した。

3.食 品群摂取得点幾何平均値と食習慣との関連

日常の食物摂取状況に影響を及ぼす食習慣および喫煙習慣要因を明らかにするため12食品群の

摂取得点幾何平均値を基準変数、説明変数を26項 目の食習慣および喫煙習慣(表3)を 要因 とし

てその関連を重回帰分析によりおこなった。 この時点での変数選択条件はFin,Fout2.0変 数増減

法を用いた。その結果(表4)に 示されたように、8項 目に有意の関連要因がみられ、重相関係

数0.633、F値9.844、 自由度8,118(p<0.001)で あった。



表3食 習慣および喫煙習慣アンケー ト調査項 目

1) 朝食を時 々抜 くことがあ りますか

2) 夕食は家族そろ って食べますか

3) いつ もテ レビを見なが ら食事を しますか

4) 朝食は ご く簡単にパ ンとコー ヒーですます ことが多 いですか

5) 昼食はめん どうなので店屋物 等が多いですか

6) 寝 る前に よ くイ ンス タン トラー メンやお茶づけを食 べますか

7) コーラや清涼飲料水を毎 日飲 みますか

8) 袋菓子や ケーキをつ まみすぎて食事を食 べた くない ときがあ りますか

9) コーヒーは砂糖を入れて 日に3杯 以上飲 みますか

10) 食後のデザ ー ト以外に間食はめ ったに しないです か

11) いつ も塩辛やつ くだ煮、漬け物がない と物足 りないですか

12) 生野菜や果物は苦手でめったに食べないですか

13) 豆腐が好 きで、いろいろ工夫 して献立に入れ ていますか

14) 卵や牛乳を毎 日つ とめて食べますか

15) 野菜の煮物 は好 きで よ く作 りますか

16) 野菜が嫌 いで、 こって りした肉料理が好 きですか

17) 魚はめ ん どうなのであ ま り食べませんか

18) アルバ イ トを持 っていて加工食品に頼 りがちですか

19) 漬け物 と塩鮭で ご飯を3杯 以上食べ ることがあ りますか

20) 食べた い時 に好 きな物を食べれば良い と思っていますか

21) タバ コは必需品で、 日に20本 以上すいます か

22) お酒を毎 日飲み ますか

23) 鉄なべ を使用 してい ますか

24) ビタ ミン剤 ・鉄剤を常用 してい ますか

25) 減食 を していますか

26) 茶 ・コー ヒー ・紅茶等の嗜好品を よく飲 みますか

表4食 品群摂取得点幾何平均値と食習慣および喫煙習慣との関連

食 習 慣 項 目
偏 相

関係数

標 準 偏

回帰係数
F値

14)卵 や牛乳を毎 日つ とめて食べます か 0.359 0.309 17.463***

17)魚 はめ んど うなのであ ま り食べませんか 0.308 0.261 12.417***

22)お 酒を毎 日飲み ますか 0.239 0.205 7.150**

4)朝 食は ご く簡単にパンとコーヒーですます ことが多いですか 0.197 0.164 4.792*

24)ビ タ ミン剤 ・鉄剤を常用 していますか -0.194 -0.166 4.643*

12)生 野菜や果物 は苦手でめ ったに食 べないですか 0.194 0.159 4.653*

26)茶 ・コーヒー ・紅茶等の嗜好品を よく飲みます か 0.179 0.146 3.907

5)昼 食はめんどうなので店屋物等が多いですか 0.162 0.132 3.192

重相関係数0.633自 由度調整済重相関係数0.600  F値  9.844(8,118)***
*p<0.05  **p<0.01  ***p<0.001

幾 何 平 均 値 に+に 関 連 が み られ る食 習 慣 項 目は 高 い 順 に 示 す と14)卵 や牛 乳 を毎 日つ とめ て 食

べ ます か(偏 相 関 係 数0 .359、 標 準 偏 回 帰 係数0.309、F値17.463以 下 同様)、17)魚 は め ん ど うな

の で あ ま り食 べ ませ ん か(0.308、0.261、12.417)、22)お 酒 を毎 日飲 み ます か(0.239、0.205、

7.150)、4)朝 食 は ご く簡単 に パ ン と コ ー ヒ ー で す ま す こ とが 多 い で す か(0.197、0.164、



4.792)、12)生 野 菜 や 果 物 は 苦 手 で 、 め った に 食 べ ま せ ん か(0.194、0.159、4.653)、26)茶 ・

コー ヒー ・紅 茶 等 の嗜 好 品 を よ く飲 み ます か(0.179、0.146、3.907)、5)昼 食 は め ん ど うな の

で店 屋 物 な どが多 いで す か(0.162、0.132、3.192)の7項 目で あ り7項 目の良 い食 習慣 は幾 何 平

均 値 が高 か っ た。

一 方 一 の方 向 の 関連 項 目は1項 目で あ り24)ビ タ ミン剤 ・鉄 剤 を常 用 してい ます か(-0 .194、

-0 .166、4.643)の 常 用 して い る習 慣 が 幾 何 平 均 値 が 高 く、幾 何 平 均 値 に 影 響 を 及 ぼ す 食 習慣 お

よび喫 煙 習慣 要 因 は ビ タ ミン剤 ・鉄 剤 を 常 用 して い る 良 くな い と考 え られ る1項 目 と上 記 の 良 い

食 習慣7項 目で あ った 。

4.食 品群 摂 取 得 点幾 何 平 均 値 と生 活 状 況 との 関 連

食 品群 摂 取 得 点 幾 何 平 均 値 は 学 生 の食 生 活 状 況 を含 ん だ 生活 状 況 の どの要 因 に 影 響 を 受 け て い

る か10項 目 よ り(表5)解 析 し、2)通 学 時 間 数 、3)ア ル バ イ トの時 間数 、4)家 族 数 、10)

学 年 の差 異 の4項 目は重 回帰 分 析 で、1)住 まい 状 況 、5)食 事作 りの担 当者 、6)食 事 の 手 作

り状 況 、7)夕 食 つ く りの時 間 状 況 、8)外 食 状 況 、9)健 康 へ の 関心 状 況 の6項 目に つ い て は

数 量化1類 で統 計 処 理 を行 った 。

1)ど こか ら通学 してい ますか 〔 自宅 下宿 〕

2)通 学時間は片道約 〔 〕時間

3)ア ルバイ トを してい ますか 〔 している どちらともいえない していない 〕

〔している人は 日/週 で 時間/日 〕

4)家 族構成は 〔 〕人で父 〔 〕歳 母 〔 〕歳 兄 〔 〕歳

弟 〔 〕歳 姉 〔 〕歳 妹 〔 〕歳 祖父 〔 〕歳

祖母 〔 〕歳 その他 〔 〕

5)朝 、夕 の食事作 りは主に誰が担当 していますか

〔朝(父 母 本人 その他具体的に)〕

〔夕(父 母 本人 その他具体的に)〕

6)食 事 は材料か ら用意 し手作 りが多いですか

〔 多 くは手作 り どち らともいえない ほ とん ど既製品(イ ンスタント お総菜 レ}ルト)〕

7)夕 食作 りに何時間かけ ますか 〔1.5時 間以上1時 間位30分 ぐらい 〕

8)外 食 は週 どの位 してい ますか

〔 ほ とん ど毎 日1回 は外 食2～3回/週 程度 ほ とん どしない 〕

9)家 族 の中 で健康に関心の ある人は

〔 父 母 本人 家族全体 なし その他具体的に 〕

10)〔 〕 学 年

そ の 結 果 は 表6の ご と く、重 回 帰 分析 で は重 相 関係 数0.305、F値5.475、 自 由 度2,107(p<

0.01)で10)学 年(偏 相 関 係 数0.241、 標 準 偏 回 帰 係数0.237、F値6.598以 下 同様)と3)ア ル バ

イ トの時 間 数(-0.215、-0.211、F値5.234)に 関 連 性 が み られ た。



表6食 品群摂取得点幾何平均値と生活状況との関連

生活状況項目 偏相関係数 標準偏回帰係数 F値

9)学 年

3)ア ルバイ ト時間

0.241

-0.215

0.237

-0.211

6.598*

5.234*

重 相 関 係 数　 0.305自 由 度 調整 済 重 相 関 係 数　 0.275　　 F値　 5.475(2,107)**

*p<0.05　　 *p<0.01

すなわち食品群摂取得点幾何平均値に影響を与えている生活状況要因は学年とアルバイ ト時間

数であ り2年 生でアルバイ ト時間の短い場合に幾何平均値が高 くなる傾向がみられた。

数量化1類 で処理 した項目にはすべて関連性はみとめられなかった。

5.食 品群摂取得点幾何平均値と肉体的自覚症候との関連

肉体的自覚症候の要因が食品群摂取得点幾何平均値に影響を与えているかについて34項 目(表

7)の 調査を し、重回帰分析により解析 した。その結果(表8)、2項 目に有意の関連要因がみら

れ重相関係数0.341、F値8.185、 自由度2,124(p<0.001)を 示した。

表7健 康状態ア ンケー ト調 査項 目(肉 体的症候)

1) かぜをひきやすいですか

2) ぜんそ くがあ りますか

3) ひ どい寝汗をか くことがあ りますか

4) 医者か ら血圧が高すぎ るといわれたことがあ ります か

5) よ くどうきが しますか

6) よく息苦 しくな って困 ることがあ ります か

7) 足がむ くむ ことがあ りますか

8) 心臓が悪い と医者にいわれた ことがあ りますか

9) よく手足がつる ことがあ りますか

10) よく食欲のない ことがあ りますか

11) 食後胃がはりますか
12) かがみ こまなければな らないほど胃が いた むことが あ ります か

13) よく下痢を しますか

14) 便秘しがちですか
15) 痔がありますか
16) 黄疸にかかったことがあ りますか

17) 関節が ときどきはれていたみ ますか

18) 肩や背筋がはって仕事 がつづけ られない ことが あ りますか

19) ひ どく頭が重 かった り痛 んだ りしてつ らい ことがあ りますか

20) か らだがカッ と熱 くなった りゾクゾクした りす ることがあ りますか

21) ときどき 目まいが しますか

22) 上をむ くとフラフラす ることが あ りますか

23) どこか しびれ た りヒリヒリして いるところがあ りますか

24) 少 し働 くと くたびれ て しまい ますか

25) 耳な りがす るよ うなことが あ りますか

26) 目が疲れ るよ うなことがあ りますか

27) の どがはれ ることがよ くあ りますか

28) 鼻がつ まることがよ くあ りますか

29) 夜何回も小用に起きますか
30) 食事が胸につか えるよ うな ことがあ りますか

31) 腰 が痛 んでつ らいよ うなことが ありますか

32) 疲 れを翌 日まで持 ち越す ことが よくあ りますか

33) はきけが して苦 しいことが よ くあ りますか

34) 寝つ きが悪い ことが よ くあ りますか



表8食 品群摂取得点幾何平均値と肉体的症候との関連

肉 体 的 症 候 項 目 偏相関係数 標準偏回帰係数 F値

10)よ く食 欲 の な い こ とが あ ります か0.2610.255

14)便 秘 しが ち です か0.2320.225

9.102**

7.097**

重 相 関 係数　 0.341　 自由 度 調 整 済 重相 関 係 数　 0.320　 F値　 8.185(2,124)*料

**p<0。01*‡*p<0。001

関連性の高い順に10)よ く食欲のないことがありますか(偏 相関係数0.261、 標準偏 回帰係数

0.255、F値9.102以 下同様)と14)便 秘しがちですか(0.232、0.225、7.097)の2項 目の良好な

症候が幾何平均値の高さに影響を及ぼしていた。ここではよく食欲があ り便秘を しない肉体的症

候に食物摂取状況が良好であることが示された。

6.食 品群摂取得点幾何平均値 と精神的自覚的症候および リラクセーションとの関連

食物摂取状況に影響を及ぼす要因を抽出するため食品群摂取得点幾何平均値を基準変数とし精

神的自覚的症候および リラクセーションとの関連を32項 目(表9)説 明変数で重回帰分析により

処理をした。その結果(表10)6項 目に有意の関連要因がみられ、重相関係数0.442、F値4.861、

自由度6,119(p<0.001)を 示 した。

表9 健康状態 アンケー ト調 査項 目(精 神的症候および リラクセーシ ョン)

1) ひ どい寝汗をか くことがあ りますか

2) よくどうきが しますか

3) よく息苦 しくなって困ることがあ りますか

4) よく食欲のないこ とがあ りますか

5) 食後胃がはりますか
6) よく下痢を します か

7) 便秘しがちですか

8) 肩や背す じがはって仕事がつづけ られない ことがあ りますか

9) ひ どく頭が重かった り痛んだ りしてつ らい ことがあ りますか

10) ときどき 目まいが しますか

11) どこか しびれた りヒリヒリしてい るところがあ りますか

12) 少 し働 くとくたびれて しまい ますか

13) 目が疲れる ようなことが あ りますか

14) 食事が胸につかえるよ うな ことがあ りますか

15) は きけが して苦 しいことが よ くあ りますか

16) 寝つきが悪いことが よ くあ りますか

17) 何に対 しても興味 がな くな って きましたか

18) 学業以外に楽 しみや趣味を持っていますか

19) いつ も失敗 しや しないか と心配ですか

20) いつ も劣等感 に悩 まされてい ますか

21) ひ どいはにかみ、 あるいは神経過敏にな ってきま したか

22) 自分の思 うよ うにな らない とす ぐカッ ときますか

23) いつも緊 張 してイライ ラしていますか

24) まわ りに気 が散 って、気分が落ちつかないですか

25) 細 かいことをいろい ろと心配す るようにな りま したか

26) す べてが、不平不満の種にな りますか

27) ゆううつで気分が沈みがちですか

28) 入前 で顔 が赤 くな った り、 こわば った りしますか

29) 何 か、恐 ろ しい考 えがいつ も頭に浮 かんできますか

30) 人 から見 られてい るようで不安ですか

31) とき どき、ポカンとして考えがま とま らないですか

32) くよくよ考 えこむ ようにな りま したか



表10食 品群摂取得点幾何平均値 と精神的症候 および リラクセーシ ョンとの関連

精 神 的 症 候 項 目 偏相関係数 標準偏回帰係数 F値

7)便 秘 しがちですか 0.266 0.256 9.205**

4)よ く食欲 のないこ とがあ りますか 0.265 0.260 9.070**

23)い つ も緊張 してイライラ してい ますか 0.212 0.210 5.656*

2)よ くど うきが しますか 一0
.188

一0
.189 4.409*

18)学 業以外に楽 しみや趣味を持 っていますか 一0
.180

一0
.196 4.029*

17)何 に対 しても興味 がな くな って きま したか 0.145 0.153 2.609

重 相 関 係 数 0.442 自由 度調 整 済 重 相 関 係 数 0.394 F値 4.861(6,119)***

*p<0.05 **p<0.01 ***p<0.001

食品群摂取得点幾何平均値は、7)便 秘 しがちですか(偏 相関係数0.266、 標 準偏回帰係数

0.256、F値9.205以 下同様)、4)よ く食欲のないことがありますか(0.265、0.260、9.070)、

23)い つも緊張 していらいらしていますか(0.212、0.210、5.656)、17)何 に対しても興味がな

くなってきましたか(0.145、0.153、2.609)の4項 目については良好な症候要因が得 られたが、

2)よ くどうきがしますか(-0.188、-0.189、4.409)、18)学 業以外に楽しみや趣味をもって

いますか(-0.180、-0.196、4.029)の2項 目については良 くない症候要因に関連がみられた。

すなわち便秘 しがちではなく、よく食欲があり、いつも緊張せずいらいらせず、何に対しても

興味がなくなってきたということはないの4項 目の良い精神的症候要因に摂取得点幾何平均値の

高い状態が示されたが、よくどうきがした り、楽しみや趣味をもっていないことも幾何平均値が

高 くなる傾向がみとめられた。

(考察)

1.12の 食品群摂取頻度

食品群摂取頻度の悪い状態を国民栄養調査成績4)の15～19歳の年齢階級 ・男女含 めての結果 と

比較す ると今回の短大生の調査では砂糖 ・菓子類が毎 日2回 以上の者が11.8%が 示されたが国民

栄養調査成績4)では間食として毎日2回 以上の者が12.5%に なっていた。間食 の中身が示 されて

いないので厳密には比較できないが、傾向としては同じ様な結果が示されていると考えられる。

下川 ら5)は菓子類が間食に多 く摂取され、3回 食の食事形態にも影響を与え、食品選択 の多様化

の現れ と報告 している。筆者らも間食が食事形態に影響を与えその代用 として摂取されているの

ではないか と危惧するものである。

果物類ではこの調査ではほ とんど食べない者が10.2%で あったが国民栄養調査成績4)では

13.5%と 調査の方が低い値になっていた。下川ら5)の報告では果実類は食品群別摂取 目標の

49.3%と1/2に 満たない摂取量の結果がみられ、果物類の摂取量の低 さが示されている。果物

類を摂取 しない原因は価格が高い、手間がかかる、および嗜好などが考えられる。

大豆 ・豆製品類は今回の調査ではほとんど食べない者が8.7%、 国民栄養調査成績4)では21。5%

とここでの調査はそれの約1/3の 低い値を示 していた。



次に海藻類であるが今回の調査では5.5%、 国民栄養調査成績4)では19.1%の 者がほとんど食べ

ない状態であり国民栄養調査成績)よ りやはり低い結果であった。

1988～1992年 までの5年 間の女子短大生の平均比率では朝 ・昼 ・夕の3食 共に摂取していない

食品群は1位 海藻類、2位 いも類、3位 果物類、4位 豆 ・豆製品類であったと朝尾6)の報告にみら

れる。平井ら2)の女子学生の摂取量の意識調査では少量摂取が、豆類54.9%、 海藻類は51.5%と の

報告があり、今回の結果を大豆 ・豆製品類ではほとんど食べないおよび週2～3回 食べるを少量

摂取 とすると、52.8%で あり、海藻類ではほとんど食べないおよび週1～2回 の区分を少量摂取

とすると33.1%を 示 し、豆類の摂取量はおおむね一致 した。女子短大生の方が国民栄養調査成績

4)の結果と比較すると良好な状態と見受けられるがほとんど食べない頻度と男女含めて比較 して

いるため決 してこの調査の結果が良い状態とはいえない。大豆 ・豆製品類、海藻類が摂取されて

いない結果は女子学生の共通傾向である点から食事に日本型食事形態が少ないのか、嗜好の問題

なのか、調理の簡便指向によるものなのか、今後、より詳細な調査をし、具体的な摂取方法を提

起する必要性が考えられる。

2。 食品群摂取得点幾何平均値と食習慣および喫煙習慣との関連

12の食品群の摂取状況すなわち幾何平均値はどのような食習慣および喫煙習慣要因が関与 して

いるのか分析してみた結果、8項 目に関連性がみとめられ、関連性が高い項 目順に"卵 や牛乳を

毎日つとめてたべる"、"魚 はめんどうなのであまり食べないということはな く"、"お 酒は毎

日のまず"、"朝 食はごく簡単にパンとコーヒーですますことはなく"、"ビ タミン剤 ・鉄剤を

常用 していて"、"生 野菜や くだものは苦手でめったに食べない ことはな く"、 次いで"茶 ・

コーヒー ・紅茶等の嗜好品を よく飲むことはな く"、"昼 食はめんどうなので店屋物が多いとい

うことはない"の 食習慣要因に摂取状況が良好なことが判明した。

このように具体的な食物の食べ方に関連性がみとめられたのは当然ではあるがアンケートにほ

ぼ虚偽なく回答 していると考えられる。

卵、魚などの動物性の蛋白質の摂取の必要性や牛乳の摂取の必要性は一般に認識 され常識 と

なっていることが推察 された。

しかし、生野菜については量の認識が煮物と違っているので一概には良好な状態とはいいがた

い。

酒については飲まない者が90名(70.8%)、 時々酒又はビール1本 飲む者が35名(27.6%)、 毎

日酒又はビール2本 飲むものが2名(1.6%)で あ り食習慣要因の"お 酒は毎 日飲 まない"と 一

致 してお り食物摂取得点幾何平均値を上げるのに関与 していた。医学的にみてもアルコールの効

用は広 く認められている7)。今回の調査では多量の飲酒はみられなかったが、健康に与える影響

はアルコールの飲み方と飲む量によって異なるη。岡崎ら8)の調査によれば女子大生の入学後のア

ル コール摂取量は著明に増加 し、今後特に若い女性の飲酒習慣がより問題にな り広義の胎児アル

コール症候群の増加が懸念されると警告している。



朝食にパンとコーヒーだけでな く他の食品も摂取するよう気をつけている習慣に食物摂取状況

が良好であることは、朝食が1日 の活動に与える影響が大であることが見直されていることに よ

るとも考えられる。朝食の条件は第一に睡眠中に低下している体温を上昇する必要性、第二に血

糖値を引き上げることおよび胃の酸度を上昇させることである。伝統的な日本の朝食として、ご

飯、味噌汁、さらに卵、納豆、の り、焼魚などのパターンが朝食の条件を充分に備えていること

が理解できる6)。朝食の準備に充分時間がとれない現代社会では簡便性が必須であ りパンに牛乳

・卵 ・チーズ、野菜 ・果物のサラダなどの組み合わせで考えるのも一つの方法である。

"ビタミン剤 ・鉄剤を常用 している"習 慣に食物摂取が良い結果がみられたが、一つには食事

に気をつけている者は栄養素の欠乏を認識 していることが考えられる。国民栄養調査成績4〕では

健康のためこころがけていることとしてビタ ミン剤 ・栄養 ドリンクを飲むとした者は15～19歳 で

7.6%を 示し、20歳 以上では一段 と増加がみられた。 この結果は今回の調査 と傾向を現 している

か判明しないが、ビタ ミン剤 ・鉄剤および栄養 ドリンクに依存 しない食生活が望まれる。

"昼食はめんどうなので店屋物が多い"の 項 目と関連 して外食について質問した結果
、ほとん

ど毎日1回 は外食 している者は124名 中45名(36.3%)、 週2～3回 の者が46名(37.1%)、 ほとん

どなしが33名(26.6%)で あり約1/3以 上の者が毎日1回 は外食をしてお り、松田ら9)の女子学

生の調査では週5回 くらいと毎回外食するを合わせて外食の頻度の比較的高い者15%と 比較する

と今回の調査は倍以上の高い値がみられた。国民栄養調査成績4)の結果は15～19歳 の外食頻度は

ほとんど毎日1回 は外食する者が12.3%、2回 以上は1.3%で ほとんど外食 しない者が64.0%で

あ り今回の調査の方がやはり高い値を示 していた。今回は外食の内容を調査していないので国民

栄養調査成績4)から昼食の内容をみてみるとパン類とそば ・うどん類、すし、お よび どんぶ りも

のを除いた和食が主に摂取されている。外食は、好み、みた感 じを優先 して選択しているとい う

報告10)や栄養学的に偏 りがちな料理を摂取する傾向が強いため4)今回の調査では"し ない"に 良

好な摂取がみられたと考えられる。今後は外食の朝 ・昼 ・夕別の区分、中身の内容を調査し改善

の方向にもってい く必要があろう。

つづいて"茶 ・コーヒー ・紅茶等の嗜好品をよく飲まない"こ とをここでは良好 とみなしたが、

近年緑茶の胃ガン低下可能性11)や腫瘍抑制効果12)が報告され、特に緑茶に含まれるカテキンの生

体調節機能がいわれている1鋤。加えて茶 ・コーヒー ・紅茶に含まれるカフ ェインの作用は中枢

神経系、循環器系、平滑筋系、消化器系、代謝系、腎など多岐にわたる。薬理作用の代表的な作

用は中枢神経に対 して刺激作用が強 く、思考過程の完全化を促 し、眠気を払い、疲労を和らげる

15)等がある
。しかし多量に摂取されると胃酸の分泌が過剰にな り胃を悪 くする恐れや眠れなかっ

たり、いらいらしいた りする急性の作用6)もみられる。コーヒーの多飲は飲めない時、頭痛、イラ

イラ、冷汗などの禁断症状を呈示し、精神依存をきたす場合がある15)といわれている。緑茶の多

飲には多種の効用がみられるが、学生が好んでよく飲む嗜好品が主に緑茶が習慣 とは考えに くい

ので嗜好品を主にコーヒーと推測して今回はよく飲まないことを良とした。

今回の調査で"嗜 好品をよく飲まない"習 慣は食物摂取状況がよい結果であったが、その原因



の一つは"嗜 好品をよく飲まない"習 慣は"間 食を多量に摂取 して食事を食べたくない時がある

ことがない"と 単相関があ り(p<0.05)、 学生の嗜好品の量は間食の量 と繋が りがみ られ るこ

とからこの結果の原因は間食により食欲が減少せず食物摂取状況が良 くなったとも考えられる。

加えて、"コ ーヒーに砂糖を入れて日に3杯 以上飲むことはない"と も単相関がみられた(p<

0.05)こ とからも"嗜 好品をよく飲まない"者 は"コ ーヒーも3杯 以上は飲まない"傾 向がある。

次いで"朝 食はごく簡単にパンとコーヒーですますことはない"傾 向もみられた(p<0.05)こ

とから"嗜 好品をよく飲 まない"習 慣の者は朝食も簡便ですますことはないと推測される。学生

の疲れの訴え率とコーヒーの量 とは関連性があったとの報告1ηからも疲れが食欲を減少させ食物

摂取状況を悪くさせているとも考えられる。 コーヒー多飲者はス トレスを抑えるためにコーヒー

を飲む傾向にあるのかもしれない15)。

以上のことから今後は個人差の大きさに焦点を合わせ、ライフスタイルにそった背景も考慮 し、

特にお茶を代表にして嗜好品を区分し飲む量や飲む動機、加えて間食の摂取、砂糖の量や ミルク

の摂取 も加味し、食物摂取状況 との関連を明らかにする調査が必要 と考えられ る。お茶 ・コー

ヒー ・紅茶などは長期間にわたって飲まれている習慣であり保健に寄与している可能性が充分考

えられるので今後の研究成果18)が期待される分野の嗜好品になると思われる。

3.食 品群摂取得点幾何平均値と生活状況との関連

食物摂取状況に影響を及ぼ している要因を明らかにするため上記の食習慣を除 く食生活状況を

含めた生活状況についてどの要因項 目と関連性があるか分析 した結果、"学 年の差異"と"ア ル

バイ トの就労時間数"に 有意の差がみられた。

すなわち1年 生 より2年 生の方に食物摂取状況の良好な状態がみられた。この結果から今回の

調査は5月 に実施 しているので1年 生より2年 生の方に教育による栄養や食品の学習の効果がみ

られた ことも一つの理由と考えられる。国民栄養調査成績4)では15～19歳 の男女含めて役にた っ

ている栄養や食事に関する知識 ・情報源は家族から29.8%、 ついで学校からが28.1%の 結果を示

してお りその一端が うかがえる。

"アルバイ トの時間数"と 食品群摂取得点幾何平均値が逆関連にあ
ったことは、学生の食生活

にアルバイ トが影響をおよぼしていることが判明した。アルバイ トの実態状況の結果をみるとア

ルバイ トを している者は97名(77.0%)、 どちらともいえない者は1名(0.8%)、 していない者は

28名(22.2%)で 木村ら19)の報告のしている者68%と 比較すると高い値を示した。アルバイ トを

している者の1週 間中の割合は4日 以上が42名(43.3%)、3日 以下が55名(56.7%)で6日 の者

が9名(9.3%)も み られた。一週間のアルバイ ト時間数は10時 間未満の者が18名(19.6%)、

10～20時 間未満の者44名(47.8%)、20～30時 間未満の者26名(28.3%)、 で30時間以上の者が4

名(4.3%)の 割合 となっており10～20時 間未満の者が約1/2弱 を占めていた。回答した者120

名の学生一人当た りの平均アルバイ ト時間数は1週 間12.2±8.8時 間で下川5)らの結果の1日 当た

り27分と比較すると1時 間45分 にな り約4倍 にもなっていた。アルバイ トの時間の長さが食物摂



取状況に良くない影響を与える原因はアルバイ トの時間にさかれ短時間に簡単な食事を摂取する

ことやアルバイ トの疲労から食欲が低下することが推察 される。

学生のアルバイ トの疲労について原田1)によればアルバイ トをしている者は肩がこる等の神経

感覚的自覚症状の疲労を訴える者が多いとしている。一方、木村ら19)の調査ではわずかにアルバ

イトをしている者の方が疲労の訴え率が高いと報告 している。又重田20)は学生は生涯において体

力的には最も充実 した時期にあることからアルバイ トの疲労 自覚愁訴は未熟な精神面の疲れを強

く感 じていると推察することができると述べている。今回の調査でもアルバイ トの職種はウエイ

トレス、販売が多 く接客による精神面の疲れによることもおおいに関連 していると考えられる。

加えて重田20)はアルバイ トが食生活に及ぼす影響はアルバイ トをしていない者のほ うが、 より良

好な栄養摂取状況にあることから青年後期の女性の生活時間、食生活など生活全般に大きく影響

を及ぼす要因のひ とつはアルバイ トであると報告 している。

以上のことから今後学生の生活全般およびアルバイ トの必要性を見直 し自主的コン トロールに

よりアルバイ ト時間を短縮し、その時間を趣味や運動にあてるように した り、加えて食生活の改

善を うながす提案が必要と考えられる。

4.食 品群摂取得点幾何平均値と肉体的自覚症候との関連

どのような肉体的自覚症候時に食物摂取状況が良好なのか分析 した結果、"食 欲がよくあ り"、

"便秘傾向ではない"場 合に良い結果がみられた
。

食欲つまり摂食中枢は空腹感を発生し、摂食行動を引き起 こし、満腹中枢は満腹感を発生し、

摂食行動を停止するというメカニズムが摂食を調節 している。摂食行動には心理的、社会的、文

化的因子が大きく影響 し21)それぞれ特有な内容をもって くる。形成された食欲の質は、逆に食習

慣を規定し、食欲対象すなわち食物に対する嗜好性を形成する22)。そこで今回の調査では少な く

とも食欲のあることは、良い食習慣が規定されているのではないかと推定される。食欲は健康の

シンボルでもあり健康な食生活には欠 くことのできないこころの動きとして尊重されている22}と

いわれる。

また女子学生の食欲のない理由として、疲れ過ぎ、食事が不規則、間食のとり過ぎ、睡眠不足

が報告23)されている。食欲がよくあるようにするには睡眠を適正にとり、精神的 ・肉体的疲労を

貯め込 まず、適度の運動をし、日々の生活に充実感がもてるよう教育示唆および実践が必要であ

ろう。

便秘の原因は大別して(1)神経性、(2)筋肉性、または(3)機械的と3つ に分けて考えることができ

る。しかし、実際には原因が重複 した り、また、なんらかの機能性異常因子でさえ、いくつも重

なってみられることもある。多 くは神経性原因による便意抑制による排便習慣のあやまりが最も、

日常よくみられる便秘である24)。習慣性便秘は、生活習慣、特に食事摂取 と排便のリズムが乱れ

た場合、便意を意識的に抑制することによる便意の低下喪失、下剤や浣腸 の誤用、乱用などが原

因であることが多い25)。



次に、筋緊張亢進に よる便秘つまり自律神経の異常のため下部結腸が過度に緊張して収縮する

ためによるものである。精神、心因性の便秘は主として副腎随質からエピネフリンの分泌が増加

し、腸の運動の抑制が起こり便秘がちになる。便秘に伴う症状 として腹痛、頭痛 ・疲労感、食欲

不振、下痢、イライラ、肩こり、悪心等が訴えられることが多いが、必ず しも伴 うものでもない

24)
。武副26)らの調査では便秘が下腹部痛や膨満感の胃腸の具合を訴える者が多かった と報告 して

いる。同様な結果は鎌田ら27)の報告にもみられる。

以上の点から便秘傾向でないことが食物摂取状況が良好であった原因は便秘に伴 う不快な症状

が伴わないことによる特に胃腸具合の良さによる快食に加えて経験的にみられる便秘時に偏食や

間食の過剰摂取、食欲不振の傾向がないことも理由ではないかと考えられる。便秘でよくみ られ

る不定愁訴は多分に心因的なものであるが、それらの症状のため食事量の不足をきたせばい っそ

う便秘を助長し悪循環におちいることがある28)と警告されている。便秘の有無は肉体的に も精神

的にも健康の指標であることから今後特に若い女性に多いといわれる便秘26)27)29)30)31)について調査

し、生活状況に伴 う食生活に焦点をあわせて検討 したい。

5.食 品群摂取得点幾何平均値 と精神的自覚症候および リラクセーションとの関連

どのような精神的自覚症候時に食物摂取状況が良好なのか解析 した結果、"便 秘 しがちでな

く"、"よ く食欲のないことはなく"、"い つも緊張してイライラしているということはな く"、

"何にたいしても興味がなくな
ってきたということはな く"、"よ くどうきがし"、"学 業以外

に楽しみや趣味をもっていない"症 候時に食物摂取状況が良好であった。 これらのことから精神

状態も食物の摂取状況に影響をおよぼすことが判明した。

便秘傾向や食欲については肉体的自覚症候のところで述べた。

"緊張してイライラしている"と 偏食や間食の過剰摂取に陥ることはよく経験するところであ

る。精神状態が安定 していると冷静になり頭で考えた食物摂取や食物摂取 コントロールができる

のではないかと考えられる。

"何に対 しても興味がないということはない"は 食に対しても積極性が保たれているのか もし

れない。伊藤ら32)は精神的健康度が良い群に米を中心にした副食多食型がみられたと報告 してい

る。今後、精神的健康がどのような食生活とかかわっているのか詳細な食物摂取調査並びに栄養

調査が必要であると考えられる。

"よ くどうきがし"
、"学 業以外に楽 しみや趣味をもっていない"こ とに食物摂取状況が良好

だったことは原因が判明しない。今後の調査にゆだねることとしたい。

(要約)

若い女性の食物摂取状況 とそれに影響を及ぼす要因を明らかにするため女子短大生127名 を対

象にしてアンケー ト調査を実施 し検討 した。その結果は次のようであった。

1.12食 品群摂取状況の最も悪い摂取方法をしているカテゴリーの頻度は高い順に毎日2回 以



上食べる砂糖 ・菓子類11.8%、1週 間ほとんど食べない果物類10.2%、 大豆 ・豆製品8.7%、

海藻類5.5%で あった。

2.食 物摂取状況つまり12食品群摂取得点幾何平均値に影響を及ぼす要因は食習慣および喫煙

習慣では8項 目であり"卵 や牛乳を毎日つとめて食べる""魚 はめんどうなのであまり食べ

ないとい うことはない""お 酒は毎日飲まない""朝 食はごく簡単にパ ンとコーヒーですま

すことが多 くない""ビ タミン剤 ・鉄剤を常用 している""生 野菜や くだ ものは苦手でめっ

たに食べないことはない""茶 ・コーヒー ・紅茶などの嗜好品をよく飲まない"お よび"昼

食はめんどうなので店屋物などが多いとい うことはない"に 良好な摂取状況がみ られた。

3.食 物摂取状況に影響を及ぼす要因は生活状況では2項 目の"学 年の差異の2年 生"と"ア

ルバイ ト就労時間の短い"に 良好な食物摂取状況の結果がみられた。

4.食 物摂取状況に影響を及ぼす要因は肉体的自覚症候では2項 目の"よ く食欲のないとい う

ことはない""便 秘しがちではない"に 良好な結果がみられた。

5.食 物摂取状況に影響を及ぼす要因は精神的自覚症候およびリラクセーションとして6項 目

の"便 秘 しがちではない""よ く食欲のないということはない""い つも緊張してイライラ

していない""よ くどうきがする""学 業以外に楽 しみや趣味をもっていない""何 に対 し

ても興味がな くなってきたということはない"に 良好な結果がみられた。

*

終わ りに、本調査 に多大なご協力 を賜 りま した非常勤講師の松井澄子先生、名古屋市立女子 短期 大学 生活

科の学生の皆 さんに深謝いた します。
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